
森林経営管理制度支援システム

オープンデータ

航空レーザ・地上レーザ

ドローン空撮データなどの

最先端リモートセンシング技術を駆使

林分境界特定と

意向調査・林業経営の

可否判定を支援します。



森林経営管理制度支援システムのワークフロー

森林現況システム ：森林の現状を広範囲に把握し、集積計画の優先度を決定。

林分診断システム ：森林の健全度を判定し、いつどのような施業が必要かを判定。

採算林分判定システム：森林の採算性を評価し、経営林・自然林を判定。

＊）林小班境界特定システム：林分診断図システムで分析された林相をもとに、林小班境界を特定するシステム。
単独でも利用することが可能。

リモートセンシング
（ドローン、バックパックレーザ等）

データ解析

バックパックレーザ計測
解析データ

(STEP2で追加が必要になった場合）

計測対象林班の選定

施業対象区域の選定

オープンデータ
航空レーザデータ

搬出プランニング 造材プランニング

プラン書

STEP1 森林現況システム

STEP3 採算林分判定システム
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STEP2 林分診断システム
林小班境界特定
システム＊）

注）既に集積計画地が
決定していれば
STEP２から始めること
も可能。



急傾斜崩壊危険地域
土石流危険渓流地域

地すべり危険個所

集積計画策定の参考となる地域全体の現在の情報を作ります。
航空レーザデータがあればそれらを活用してさらに詳細な地域分析が可能、
その他、様々なオープンデータを用いて対象林班選定のお手伝いをします。
さらに周辺の原木市場の位置情報等を入力すれば地域の採算性の検討も可能です。

STEP1：森林現況システム

STEP2：林分診断システム

樹木位置や本数
材積等の情報化
が行えます。

等高線と林相区分から林班境界の特定
も可能です。
【林小班境界特定システム】

航空レーザやドローンによる空写真をAIを用いて樹種界や林相の区分を行います。

バックパックレーザによる
林相プロット調査

ドローン等による空撮

【樹種界や林相界の分析技術は日本リモートセンシング技術センター（RESTEC）が開発】



小班別の健全度と経営指針一覧表
経営指針の分類

経営林【採算性有り】
中間林「採算性検討】
環境林【採算性無し】

小班別の「林分診断」と「採算性判定」。
林分診断は
①樹冠長率
②経常比
③収量比数
④相対幹距比
林分診断は
①平均斜度
②搬出距離
③運搬距離
で判定。
(判定の基準は地域ごとに設定)

林分診断システムのアウトプット例

林班や小班ごとに健全度の評価
健全度の色分け

危険林 【5年以内に要主伐】
要整備林【10年以内に要間伐】
健全林 【20年以内に適期施業】
過疎林 【要改善施業」

健全林

過疎林：本例では無し
危険林

要整備林

林班や小班別に健全度と経営指針の評価を行います。
それらの結果は林班・小班別の色分け、一覧表、林分診断と、採算性判定を表示。
さらに詳細な採算性の判定は「採算林分判定システム」で行います。



樹種区分、林相区分の中にバックパックレーザ計測によるプロットを設定し結果を解析。
丸太生産数、径級、品質等のデータから造材プランニングを、地形や立木位置から路網開設や
集材費用見積の搬出プランニングを行い、採算性を判定するプラン書を作成。

路網設計画面例
作業路線形をマウスでクリックし作業路開設コストの
自動見積、ハーベスタやチェーンソーによる伐倒・集材
のコストを集計。

STEP3：採算林分判定システム

図中凡例
▲間伐木、●残存木、▲支障木
▲ハーベスタで伐採可能な間伐木
▲チェインソーとグラップルで集材

作業路

造材シミュレーション例
プロット（例：30ⅿｘ30ⅿ）の中のシミュレーション
による造材と、原木市場の直近の丸太落札価格から、
売上見積を行い、林相・小班全体の売上を予想。

プラン書（森林施業見積書）作成例
路網開設コストと売上見積を自動転記し、両者を比較、
林分ごとに採算性を判定。

1番玉：
材長3m、
末口径22cm、
小曲、
材積0.145㎥、
市場価格1,595円

【造材シミュレーション】
立木の予想売上げ

DBH：25.5cm
樹高：26.0ｍ
合計丸太価格：6,783円

2番玉：
材長6m、

末口径18cm、
直、

材積0.217㎥、
市場価格4,015円

3番玉：
材長4m、
末口径16cm、
直、
材積0.102㎥、
市場価格1,173円

プラン書

＊＊＊＊＊＊



本システムは、システムの構築と運用を県が行い、市町村は集積計画に応じた利用料を支払う
①クラウドシステム注１）と、市町村が単独で利用する②データ提供サービス注２）に大別されます。

森林経営管理制度支援システム構成例

①県や複数の市町村の共同利用を想定したクラウドシステム例

注２）WVD（Windows Virtual Desktop）とは、サーバー上にあたかも自分のPCがあるようにサーバーのリソースを使うことができます。
ユーザー別に固有のDesktopを持ち、この中で森林経営管理制度支援システムを動作させることができます。権限がないユーザーは
他のユーザーのデータにはアクセスることができません。

注２）いくつかの市町村がまとまって同じシステムを今後使う場合は、クラウドシステムの構築が費用対効果が高いと思われます。

Webシステムですので、利用者様は特別なスキルやソフトのインストール無しにシステムを活用する
ことが出来ます。お使いのPC等の環境にあった、よりきめ細かなカスタマイズと運用が可能です。
WVD注３）を利用するため、ファイルサイズの大きなGISデータ等も、お使いのPCの性能に依存しない、
快適な操作が可能です。

②単独の市町村が利用するデータサービス例

システムクラウド
（Micsoroft

Azure）

林業事業体

森林組合

レーザ計測企業

市町村 都道府県、
森林管理支援
センター端末

開発企業／計測
データの解析
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アクセス権により全
ユーザーのデータを
閲覧可能

ＡＩ
（Microsoft 

Azure の機能）

計測データ解析
システムサポート
（woodinfo、ただしネット
基盤は地元業者も可）

システムクラウド
（Micsoroft

Azure）

林業事業体

森林組合

レーザ計測企業

市町村
都道府県、
森林管理支援
センター端末

開発企業／計測
データの解析

アクセス権により全
ユーザーのデータを
閲覧可能

ＡＩ
（Microsoft 

Azure の機能）

計測データ解析
システムサポート
（woodinfo）

提供データ形式は、GIS
システム共通のシェイプ
ファイル。
ご利用中のGISシステム
で簡単に表示できます。

注１）クラウドシステムの構築費用につきましてはご希望内容を調査の上、別途お見積させていただきます。



林小班境界特定システム（必要に応じ実施）

境界踏査境界
ポイントの設置

所有者による画像確認と
合意書の作成

【後日のオプション】
必要に応じ、公図作成等を
測量会社に依頼
【杭位置が分かっており、
かつ仕事量もまとまるため、
コストダウンが可能。】

木ナビへの林小班等GIS
情報入力

現地踏査時ガイド用の林小班地図
情報を木ナビシステムへ登録

木ナビに示される境界に沿って歩行。
同時に360度カメラで周囲を撮影。
ポイント設置にはGNSS-RTKの
Reach RS2を使用

設定した林小班境界の踏査時に撮影
した360度画像を見ながら、ポイン
トの確認及び修正を行う。
使用システムは「パノラマ画像閲覧
システム」。将来は、踏査中の360
度カメラ画像をリアルタイム配信し、
ポイントを確認することも可能。

パノラマ画像閲覧システム上
の軌跡

線上の任意の場所をクリック、
その場所の360度画像を呼び出す

境界ポイントの作図

木ナビシステム
（小林班等の表示例

360度カメラ

GNSS-RTKシステム

作業フローと使用機材例

ドローンによる空撮

AIを用いた樹種・
林相解析

DEM情報の入手

林小班境界の確認/推定
とGIS情報作成

Phantom 4 RTK等による空撮
1日最大100ha

森林経営管理制度支援システムで実装

国土地理院基盤地図情報（5、10メッシュ）
航空レーザ計測データがあれば活用
バックパックレーザにより計測
（DEM：地表面の数値モデルのこと）

作成された詳細な等高線と林相から
林小班の確認あるいは新規設定 Phantom 4 RTK

林分診断システムの作業に含まれる

本システムは、平成30年5月国土交通省土地・建設産業局地籍整備課による
「リモートセンシング技術を用いた山村部の地籍調査マニュアル」に準拠しています。
本マニュアルは「原則として現地立ち合いを行わないで筆界案を作成し、それを土地の所有者等の関係者が集会場等
で確認するとともに、必要に応じて現地で補備測量を行うこと等により行う地籍調査の作業方法を示したもの」です。



②

③

④

⑤

⑥

①

STEP1 森林現況システムの利用注１）

STEP2  林分診断システム

STEP3  採算林分判定システム

株式会社woodinfo（ウッドインフォ）
TEL070-4327-0284
✉info@woodinfo.jp
www.woodinfo.jp

〒177-0034 東京都練馬区富士見台2-17-16 Annex

森林経営管理制度支援システムの利用費用

航空レーザデータ（4点/㎡）と航空写真が利用できる
Yes No

Yes No

林分診断システムを利用する

採算林分判定システムを利用する
Yes

2千円/ha

バックパックレーザ計測（採算性の調査）
Yes

0千円/ha

20千円/ha

0千円/ha 5千円/ha注２）

20千円・プロット/ha
200千円・全域/ha

20千円/ha

注２）最小受注単位は1プロット
200千円(ただし40haまで)
また航空写真の解像度に
よっては省略可能。
計測は地元の業者に依頼する
こともできます。

注３）計測は地元の業者に依頼する
こともできます。

バックパックレーザ計測
(林相の調査）

注１）集積計画や対象地が
決まっている場合には
STEP1を省略することも可能。

20千円/ha注３）

ドローンによる空撮

システム利用費用 = = 千円/ha
①

システム利用費用 = ＋ ＋ = 千円/ha
② ③ ④

システム利用費用 = ＋ = 千円/ha
⑤ ⑥

データ提供サービスのシステム利用計算です。共同でクラウドシステムを構築された場合には、単独の市町村の費用負担は軽減されます。
詳細はお問い合わせください。
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